
春爛漫。“桜も満開　笑顔も満開” 
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平
成
19
年
度
予
算
総
額
は
５
５
１
億
３，
２
９
０
万
円 
平
成
19
年
度
予
算
総
額
は

平
成
19
年
度
予
算
総
額
は

平
成
平
成
19
年
度
予
算
総
額

年
度
予
算
総
額
は
５
５
１
億
３，
２
９
０
万
円 
平
成
19
年
度
予
算
総
額
は

平
成
19
年
３
月
定
例
会
は
、
３
月
１
日
か
ら
22
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
19
年
度
一
般
・
特

別
・
企
業
の
各
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
や
公
共

施
設
（
駐
車
場
・
駐
輪
場
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）
の
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど

44
議
案
と
５
件
の
報
告
、
議
員
提
出
の
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
の
１
議
案

が
上
程
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
、
15
人
の
議
員
が
市
長
の
見
解
を
た
だ
し
ま

し
た
。

■
一
般
会
計
予
算

本
年
度
の
予
算
額
は
２
６
１
億
３，

０
０
０
万
円
で
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
す
る

と
４．

７
％
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆外国人生活情報窓口開設 （約379万円）

◆袋井南小学校校舎増築事業（約904万円）

◆（仮称）山梨地区幼保園整備事業
（890万円）

◆新病院建設構想策定 （3,000万円）

◆新清掃センター付帯（余熱利用）施設関
連事業　　　 （1,900万円）

◆障害者地域生活支援事業（約4,288万円）

◆病後児保育事業（施設型） （420万円）

◆（仮称）市営墓地公園基本構想策定業務
（310万円）

◆田原田園土地区画整理事業
（1億7,200万円）

◆白雲荘耐震補強工事 （3,725万円）

◆Ｂ＆Ｇ海洋センター指定管理
（4,800万円）

主な新規事業
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3
月

定

例

会

平成20年4月の供用開始を目指し建設が進む新清掃センター



平
成
19
年
度
予
算
総
額
は
５
５
１
億
３，
２
９
０
万
円 

■
条
例

■
指
定
管
理
者
の
指
定

各
公
共
施
設
の
管
理
は
、次
の
指
定
管
理
者
が
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

〈
制
定
〉

■
袋
井
市
及
び
磐
田
郡
浅
羽
町
の
廃
置
分
合
に
伴
う
地
域
審
議
会

の
設
置
に
関
す
る
協
議
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
事
項
を
変
更
す
る

条
例地

域
審
議
会
の
庶
務
を
担
当
す
る
部
署
が
市
の
組
織
機
構
の
見
直

し
に
伴
い
変
更
に
な
る
こ
と
に
関
連
し
て
制
定
す
る
も
の
で
す
。

〈
改
正
〉
主
な
も
の

■
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
料
等
に
関
す
る
条
例
及
び

教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
市
長
、
副
市
長
、
収

入
役
、
教
育
長
の
退
職
手
当
の
額
を
引
き
下
げ
る
た
め
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

平
成
18
年
人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
職
員
の

管
理
職
手
当
の
定
額
化
と
扶
養
手
当
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

■
予
防
接
種
健
康
被
害
調
査
委
員
会
設
置
条
例
の
一
部
改
正

結
核
予
防
法
の
廃
止
と
市
の
組
織
機
構
の
見
直
し
に
伴
い
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

国
民
健
康
保
険
税
の
介
護
分
の
賦
課
限
度
額
を
８
万
円
か
ら
法
定

の
９
万
円
に
改
正
し
、
国
保
財
政
基
盤
の
安
定
と
公
平
な
税
負
担
を

図
る
も
の
で
す
。

■
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
改
正

平
成
19
年
６
月
に
笠
原
地
区
全
域
で
簡
易
水
道
が
統
合
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
水
道
メ
ー
タ
ー
使
用
料
を
基
本
料
金
の
中
に
含
め
る
な

ど
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

■
特
別
会
計
予
算

■
企
業
会
計
予
算

＊特別会計予算総額は196億790万円で、前年度と比較す
ると2.5％増となっています。

土地取得 
3億7，000万円 

196億 
790万円 

国民健康保険 
67億500万円 

老人保健 
55億8，000万円 

介護保険 
37億8，800万円 

簡易水道事業簡易水道事業 
1億6，090万円万円 
簡易水道事業 
1億6，090万円 

公共下水道事業 
28億7，200万円 

農業集落排水事業 
2，020万円 

駐車場事業 
8，300万円 

訪問看護事業 
2，880万円 

＊企業会計予算総額は93億9,500万円で、前年度と比較
すると16.0％減となっています。

93億 
9,500万円 

水道事業 
21億9,900万円 

病院事業　 
71億9,600万円 

簡易水道事業 
1億6，090万円 
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討

論
（
会
派
よ
り
）

一
般
会
計
予
算
に
対
し
て

「
日
本
共
産
党
」

今
、「
格
差
の
広
が
り
」
と
り
わ
け
「
貧
困

の
増
大
」
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
そ
う
し
た
観
点
で
見
る
と
、
全
体
と
し

て
は
き
わ
め
て
不
十
分
。
生
活
保
護
費
や
住
宅
等

耐
震
向
上
事
業
費
等
は
大
き
く
減
額
。
教
育
振
興

費
は
幼
・
小
・
中
い
ず
れ
も
減
額
。
農
業
振
興
も

国
の
言
い
な
り
で
後
退
。
突
風
災
害
被
災
者
へ
の

支
援
も
不
十
分
。
ま
た
、
今
予
算
は
旧
態
依
然
の

開
発
型
予
算
。
福
祉
や
教
育
に
予
算
を
回
す
べ
き
。

行
革
で
進
め
る
職
員
の
削
減
・
組
織
体
制
の
変
更

も
大
い
に
懸
念
す
る
。
職
員
削
減
は
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
浅
羽
支
所
は

４
課
か
ら
２
課
に
な
り
、
支
所
の
役
割
を
果
た
せ

な
く
な
っ
て
い
く
。
開
発
優
先
か
ら
市
民
本
位
の

市
政
へ
の
転
換
を
求
め
る
。

「
自
民
ク
ラ
ブ
」

本
予
算
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
方
法

な
ど
行
政
全
体
を
見
直
し
、
定
員
管
理
及

び
給
与
の
適
正
化
、
物
件
費
等
の
削
減
な

ど
に
配
慮
し
、
行
財
政
改
革
を
一
層
推
進
し
た
も

の
で
あ
る
。
道
路
整
備
な
ど
社
会
資
本
に
お
い
て

投
資
的
経
費
が
多
く
な
る
の
は
、
道
路
等
が
地
域

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
前
提
だ
か
ら
で
あ
る
。
各
種
施

策
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
の
厳
し
い
選
択
も
行
わ

れ
て
お
り
、「
総
合
計
画
」
を
着
実
に
推
進
す
る

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
中
長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、

将
来
に
わ
た
る
健
全
な
財
政
運
営
を
保
つ
財
政
計

画
策
定
へ
の
取
り
組
み
、
あ
る
い
は
、
新
た
な
行

政
経
営
シ
ス
テ
ム
の
構
築
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、

評
価
す
る
。

反対する賛成する

市
内
の
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
 

市
営
駐
車
場
・
駐
輪
場
 

ア
マ
ノ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
㈱
 

（
平
成
19
年
４
月
１
日
〜
22
年
３
月
31
日
） 

㈱
サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ
 

（
平
成
19
年
４
月
１
日
〜
21
年
３
月
31
日
） 
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中
東
遠
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を

目
指
し
て
は

問
　

中
東
遠
の
中
軸
都
市
を
標
榜

し
て
い
る
袋
井
市
が
、「
中
東
遠

サ
ミ
ッ
ト
」
開
催
の
労
を
と
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

情
報
交
換
は
も
と
よ
り
、
病

院
、
消
防
、
観
光
な
ど
の
広
域

連
携
へ
の
対
応
の
た
め
に
も
貴

重
な
場
づ
く
り
に
な
る
も
の
と

考
え
る
。
関
係
の
市
町
と
協
議

す
る
な
ど
検
討
し
た
い
。

特
色
あ
る
観
光
の
発
信
を

問
　

富
士
山
静
岡
空
港
開
港
と
志

太
榛
原
・
中
東
遠
地
域
と
し
て
袋

井
市
の
特
色
あ
る
観
光
を
発
信

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

答

独
立
行
政
法
人
国
際
観
光
振

興
機
構
が
公
募
し
て
い
る
外
国

人
旅
行
者
誘
致
用
の
「
忘
れ
ら

れ
な
い
特
別
な
体
験
」
に
応
募

す
る
な
ど
、
新
た
な
観
光
商
品

を
開
発
し
、
地
域
活
性
化
や
経

済
波
及
効
果
を
図
り
た
い
。

山
梨
幼
保
園
は
い
つ
開
園
か

問
　

山
梨
幼
保
園
の
計
画
は
、
二

つ
の
省
庁
に
ま
た
が
る
事
業
で
、

開
園
ま
で
時
間
が
か
か
る
。
開

園
は
平
成
何
年
で
あ
る
か
。

答

地
元
関
係
者
へ
の
説
明
会
、

園
地
の
選
定
、
用
地
取
得
、
建

設
に
係
る
設
計
を
行
い
、
一
刻

も
早
い
開
園
を
目
指
す
。

佐
藤
省
二
議
員

市
民
病
院
の
医
師
確
保
は

問
　

市
民
病
院
を
維
持
し
て
い
く

の
に
必
要
な
医
師
確
保
に
つ
い

て
の
見
通
し
は
ど
う
か
。

答

４
月
１
日
の
常
勤
医
師
は
、

現
状
と
同
じ
36
名
、
５
月
１
日

に
は
37
名
と
な
る
見
込
み
。

医
師
確
保
は
、
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
が
、
あ
ら
ゆ
る

手
法
を
使
い
努
力
し
た
い
。

木
造
住
宅
の
簡
易
補
強
も

補
助
し
て
は

問
　

木
造
住
宅
の
耐
震
補
強
は
工

事
費
用
が
か
か
り
、
実
施
件
数

が
増
え
な
い
。
簡
易
補
強
へ
も

補
助
す
る
自
治
体
が
あ
る
。
本

市
で
も
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答

県
は
、
補
強
し
て
耐
震
評
点

が
1.0
以
上
（
倒
壊
し
な
い
）
に

な
る
も
の
を
補
助
対
象
と
し
て

お
り
、
本
市
も
同
様
。
現
段
階

で
は
こ
れ
で
進
め
る
が
、
簡
易

補
強
補
助
の
導
入
自
治
体
の
効

果
等
も
見
守
っ
て
い
く
。

墓
地
公
園
の

供
用
開
始
時
期
の
目
標
は

問
　

市
営
墓
地
公
園
の
早
期
供
用
開
始

に
向
け
て
の
目
標
年
次
は
ど
う
か
。

答

19
年
度
策
定
の
市
営
墓
地
基

本
構
想
の
中
で
、
施
設
の
概
要

や
規
模
、
候
補
地
の
選
定
等
、

市
民
の
意
向
も
踏
ま
え
検
討
す

る
。
場
所
を
ど
う
決
め
て
い
く

か
が
、
早
く
進
め
ら
れ
る
か
の

最
大
の
鍵
だ
と
思
っ
て
い
る
。

寺
井
紗
知
子
議
員

小屋すじかい 

富士山静岡空港の完成予想図（平成21年3月開港予定）

木造住宅耐震補強の一例



地
方
債
の
残
高
は
ど
の
位

問
　

平
成
18
年
度
末
、
市
全
体
で

地
方
債
残
高
は
利
子
分
を
含
め

ど
の
位
あ
る
か
。

答

平
成
18
年
度
の
借
り
入
れ
は

未
確
定
。
平
成
17
年
度
末
の
元

金
は
５
１
２
億
４
０
０
０
万
円

余
。
利
子
は
85
億
５
０
０
万
円
。

総
合
計
で
５
９
７
億
４
７
０
０

万
円
（
中
遠
広
域
を
除
く
）。

主
要
事
業
の
見
通
し
と
年
次

計
画
は
い
か
に

問
　

今
後
、
財
政
の
健
全
化
に
向

け
て
主
要
事
業
の
見
通
し
と
年

次
計
画
を
示
す
べ
き
と
思
う
が
。

答

総
合
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ

た
主
要
事
業
は
、
向
こ
う
十
カ

年
の
財
政
計
画
と
整
合
を
図
っ

て
い
る
。
今
後
税
収
動
向
等
を

注
視
し
な
が
ら
、
毎
年
度
ロ
ー

リ
ン
グ
方
式
に
よ
り
、
事
業
を

見
直
し
な
が
ら
や
っ
て
い
く
。

「
袋
井
桜
」
を

桜
の
名
所
づ
く
り
に

問
　

「
袋
井
桜
」
に
よ
る
桜
の
名
所

づ
く
り
を
推
し
進
め
て
は
ど
う
か
。

答

袋
井
と
い
う
名
称
が
つ
い
た

桜
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
袋
井
市

を
Ｐ
Ｒ
す
る
観
光
資
源
の
一
つ

と
と
ら
え
、
ま
ず
は
公
共
施
設

な
ど
植
栽
可
能
な
場
所
を
検
討

し
て
い
く
。
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「袋井桜（雛八丈）」の植樹活動

戸
塚
文
彦
議
員

知
的
障
害
者
へ
の
支
援
は

平
等
か

問
　

知
的
障
害
者
（
児
）
の
入
所

者
と
在
宅
者
へ
の
支
援
が
平
等

に
行
わ
れ
て
い
る
か
。

答

障
害
者
支
援
施
設
の
入
所
者

か
ら
は
、
一
割
の
利
用
者
負
担

額
と
と
も
に
食
費
等
の
実
費
負

担
を
徴
収
し
て
い
る
。
在
宅
の

方
に
つ
い
て
は
、
介
護
者
の
負

担
軽
減
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
等
、
居
宅
介
護
の

提
供
や
短
期
入
所
、
通
所
施
設

の
利
用
等
に
よ
り
在
宅
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

障
害
者
手
当
の
導
入
を

問
　

在
宅
で
生
活
す
る
障
害
者

（
児
）
に
市
独
自
の
障
害
者
手
当

の
導
入
の
考
え
は
な
い
か
。

答

今
後
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
や
利
用
者
負
担
額
の
軽

減
制
度
な
ど
を
踏
ま
え
て
総
合

的
に
研
究
し
た
い
。

「
心
の
健
康
」
の
対
策
は

問
　

い
じ
め
や
凶
悪
犯
罪
の
発
生

等
は
、
心
の
健
康
が
む
し
ば
ま

れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

そ
の
対
策
は
。

答

地
域
社
会
に
心
の
通
い
合
う

豊
か
な
人
間
関
係
を
は
ぐ
く
む

た
め
、
心
豊
か
な
人
づ
く
り
を

目
標
に
、
人
の
た
め
・
社
会
の

た
め
に
役
立
と
う
と
す
る
志
を

培
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

障害者の通所施設「あさば授産所」

芝
田
　
二
議
員
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指
定
管
理
者
導
入
の
成
果
は

問
　

指
定
管
理
者
移
行
後
一
年
、

運
営
面
で
ど
の
よ
う
な
結
果
が

出
た
か
。

答

施
設
の
管
理
運
営
を
全
面
的

に
担
う
責
任
と
あ
わ
せ
、
主
体

性
を
持
っ
た
事
業
の
企
画
立
案

が
な
さ
れ
、
管
理
者
の
創
意
工

夫
が
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
る
。
今
後
も
、

積
極
的
に
制
度
導
入
を
し
た
い
。

「
軽
便
鉄
道
」
路
線
跡
の
整
備

問
　

秋
葉
線
・
駿
遠
線
の
歴
史
継

承
の
た
め
、
路
線
跡
に
記
念
碑

ま
た
は
旧
路
線
の
観
光
整
備
を
。

答

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整

備
の
中
で
案
内
標
識
や
旧
駅
名

を
表
示
す
る
等
、
秋
葉
線
・
駿

遠
線
の
面
影
や
歴
史
に
触
れ
ら

れ
る
よ
う
整
備
を
し
た
い
。

団
塊
世
代
の
生
き
が
い
対
策
は

問
　

団
塊
世
代
の
定
年
退
職
者
に

第
二
の
人
生
と
し
て
の
取
り
組

み
・
政
策
を
考
え
て
は
。

答

県
の
「
い
き
い
き
し
ず
お
か

交
流
定
住
推
進
事
業
」
が
ス
タ

ー
ト
す
る
。
今
後
、
事
業
内
容

が
示
さ
れ
る
の
で
、
取
り
組
み

可
能
な
メ
ニ
ュ
ー
を
活
用
し
、

農
業
活
動
を
通
じ
て
団
塊
世
代

の
方
々
の
生
き
が
い
の
場
づ
く

り
や
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
。

秋
田
　
稔
議
員

駿遠線「芝駅」跡地

中
国
の
都
市
と
の

姉
妹
都
市
提
携
の
考
え
は

問
　

国
際
化
が
進
む
中
で
、
成
長

著
し
い
ア
ジ
ア
の
隣
国
で
あ
る

中
国
の
都
市
と
国
際
姉
妹
都
市

提
携
の
考
え
は
な
い
か
。

答

昨
年
の
海
外
産
業
視
察
研
修

の
際
、
浙
江
省
人
民
対
外
協
会

か
ら
二
つ
の
都
市
を
紹
介
さ
れ

情
報
交
換
し
て
い
る
。
ま
ず
は

交
流
促
進
を
図
り
、
市
民
の
機

運
が
盛
り
上
が
れ
ば
と
考
え
る
。

国
本
地
区
の
ホ
テ
ル
建
設
へ

ど
う
対
応
し
た
か

問
　

国
本
地
区
へ
の
ホ
テ
ル
建
設

に
対
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成

の
立
場
か
ら
ど
の
よ
う
な
対
応

策
を
と
ら
れ
た
の
か
。

答

地
域
と
の
協
定
書
に
沿
っ
た

ホ
テ
ル
内
容
か
西
部
保
健
所
に

確
認
。
ま
た
、
風
俗
営
業
の
該

当
施
設
か
磐
田
警
察
署
と
協
議

し
た
。
現
状
は
該
当
し
な
い
が
、

今
後
、
関
係
法
令
等
に
抵
触
す

れ
ば
厳
正
に
対
応
し
た
い
。

道
路
の
り
面
に
ム
カ
デ
シ
バ

を
導
入
し
て
は

問
　

道
路
の
り
面
の
雑
草
対
策
に

ム
カ
デ
シ
バ
が
有
効
。
草
刈
の

省
力
化
、
環
境
面
、
景
観
面
か

ら
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

答

盛
り
土
し
た
道
路
の
り
面
に

も
適
す
る
の
か
、
試
験
施
行
を

し
、
効
果
等
を
検
証
し
た
い
。

兼
子
春
治
議
員

海外産業視察研修（浙紅省蕭山経済開発区にて）
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合
併
後
の
一
体
感
と
融
和
は

問
　

合
併
後
一
体
感
の
醸
成
と
融

和
の
努
力
と
成
果
は
。

答

東
海
道
ど
ま
ん
中
ふ
く
ろ
い

ツ
ー
デ
ー
ウ
オ
ー
ク
に
は
、
市

内
全
域
か
ら
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
参
加
し
た
。
グ
リ
ー
ン

ウ
ェ
ー
ブ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ふ

れ
あ
い
夢
市
場
、
ふ
れ
あ
い
海

岸
ま
つ
り
に
は
、
旧
袋
井
地
域

の
皆
さ
ん
も
参
加
し
た
。
こ
う

し
た
こ
と
が
、
一
体
感
の
醸
成
、

融
和
の
促
進
に
つ
な
が
っ
て
い

る
と
思
う
。

市
民
の
幸
せ
の
た
め
に

問
　

市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
実
施

し
て
い
き
た
い
こ
と
は
。

答

家
庭
、
地
域
、
学
校
に
お
け

る
人
づ
く
り
や
徳
育
の
推
進
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
通
じ
た
健
康

づ
く
り
。
医
療
環
境
の
整
備
な

ど
で
あ
る
。
こ
の
ま
ち
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
、
ず
っ
と
住
み
続

け
た
い
と
い
う
ま
ち
に
し
た
い
。

国
本
地
区
の
開
発
と
調
和
は

問
　

国
本
地
区
の
開
発
と
農
業
振

興
施
策
と
の
調
和
は
。

答

優
良
な
農
地
と
の
調
和
を
保

ち
な
が
ら
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

機
能
や
産
業
振
興
・
交
流
機
能

な
ど
を
複
合
的
に
配
置
し
、
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
魅
力
的
な
都
市

拠
点
と
な
る
よ
う
進
め
た
い
。

久
野
松
義
議
員

市
民
病
院
は
掛
川
と
の

統
合
が
最
善
か

問
　

掛
川
市
立
総
合
病
院
と
の
統

合
を
、
究
極
の
市
民
安
全
の

道
・
最
善
の
道
と
考
え
る
か
。

答

今
後
の
病
院
の
あ
り
方
に
関

す
る
検
討
委
員
会
は
、
掛
川
市

立
総
合
病
院
と
の
統
合
が
望
ま

し
い
と
の
提
言
。
市
議
会
市
民

病
院
問
題
特
別
委
員
会
は
こ
れ

を
尊
重
す
る
と
の
提
言
。
い
ず

れ
も
十
分
な
議
論
の
上
で
の
結

論
と
判
断
し
て
い
る
。

問
　

方
向
を
決
め
る
前
に
リ
ア
ル

な
情
報
を
提
供
し
、
判
断
材
料

を
示
し
て
、
市
民
的
合
意
形
成

に
努
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

市
民
へ
の
説
明
は
必
要
不
可

欠
と
認
識
し
て
い
る
。
掛
川
市

の
動
向
を
踏
ま
え
、
適
切
な
時

期
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
考
え
る
。

同
和
対
策
事
業
補
助
金
に

関
す
る
覚
書
の
協
議
結
果
は

問
　

今
年
度
で
期
限
が
切
れ
る

「
同
和
対
策
事
業
補
助
金
等
覚

書
」
に
基
づ
く
「
協
議
」
の
結

果
は
ど
う
か
。

答

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

の
減
免
、
保
育
所
入
所
児
保
育

奨
励
補
助
金
、
水
道
料
金
納
付

奨
励
費
補
助
金
は
本
年
度
を
も

っ
て
廃
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
他
の
補
助
金
も
21
年
度
で

す
べ
て
終
了
と
な
る
。

広
岡
宥
樹
議
員

多くの市民が参加した東海道どまん中ツーデーウオーク

袋井市民病院
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ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の

構
築
を

問
　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の
構
築

と
福
祉
行
政
に
対
す
る
見
解
は
。

答

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
へ
の
認

識
は
高
ま
っ
て
き
た
が
、
一
部

に
心
の
壁
が
見
ら
れ
る
。
障
害

を
持
つ
方
と
同
様
に
、
外
国
の

方
等
に
対
し
て
も
バ
リ
ア
を
と

り
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
す
る
こ

と
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

市
職
員
の
接
遇
向
上
を

問
　

市
職
員
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
及

び
接
遇
向
上
の
考
え
は
。

答

あ
い
さ
つ
運
動
や
接
遇
研
修

を
初
め
、
接
遇
リ
ー
ダ
ー
に
よ

る
職
場
巡
回
で
接
遇
チ
ェ
ッ
ク

を
行
う
等
、
接
遇
マ
ナ
ー
の
向

上
に
努
め
て
い
る
。
市
民
の
皆

様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
た
い
。

学
校
給
食
の
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
は

問
　

学
校
給
食
に
お
け
る
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
食
等
の
導
入
に
つ
い

て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答

毎
日
す
べ
て
の
子
供
一
人
一

人
に
対
応
す
る
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
食
等
を
提
供
す
る
こ
と
は
極

め
て
難
し
い
。
今
後
も
引
き
続

き
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な

る
食
物
を
誤
っ
て
食
べ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
努
め
る
。

鈴
木
妙
子
議
員

市職員接遇研修の一環としての新茶サービス

市
民
が
市
政
に
参
加
す
る

シ
ス
テ
ム
を

問
　

市
民
が
意
見
・
要
望
を
述
べ

る
場
が
確
保
さ
れ
、
市
政
に
参

加
す
る
恒
久
的
な
「
く
ら
し
・

ま
ち
づ
く
り
会
議
」
の
開
催
に

つ
い
て
。

答

地
元
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
継

続
的
に
意
見
等
を
交
わ
す
場
を

設
け
る
こ
と
は
大
変
有
意
義
な

の
で
、
積
極
的
に
考
え
た
い
。

指
定
管
理
者
制
度
は
地
域
の

経
営
改
革
の
チ
ャ
ン
ス
で
は

問
　

指
定
管
理
者
制
度
が
、
地
域

の
経
営
資
源
を
育
て
、
活
か
す

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
る

こ
と
に
つ
い
て
。

答

こ
の
制
度
の
活
用
が
民
需
の

拡
大
や
地
域
の
振
興
及
び
活
性

化
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
な
ど
の
自
立
の
一
助
に
も

な
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

意
欲
あ
る
事
業
者
を
集
約
さ
せ

支
援
し
て
は

問
　

中
心
市
街
地
に
お
い
て
意
欲

あ
る
事
業
者
を
集
約
さ
せ
る
店

舗
集
団
化
、
共
同
店
舗
整
備
事

業
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

答

ご
提
案
の
店
舗
集
団
化
、
共

同
店
舗
整
備
事
業
へ
の
支
援
は
、

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画

の
策
定
を
進
め
る
中
で
の
検
討

課
題
と
し
た
い
。

地域住民の皆さんが参加したタウンミーティング

木
清
隆
議
員
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「
地
域
交
流
プ
ラ
ザ
」
に

親
し
み
の
あ
る
名
称
を

問
　

仮
称
「
地
域
交
流
プ
ラ
ザ
」

の
名
称
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て

決
定
さ
れ
る
の
か
。

答

広
く
市
民
の
皆
様
か
ら
の
公

募
に
よ
り
、
平
成
19
年
度
中
に

は
決
定
し
た
い
。

生
活
に
密
着
し
た
和
口
橋

河
川
改
修
に
よ
る
影
響
は

問
　

太
田
川
に
か
か
る
和
口
橋
は
、

河
川
改
修
に
伴
い
、
ど
の
よ
う

に
な
る
の
か
。

答

県
に
よ
る
太
田
川
河
口
か
ら

二
瀬
橋
ま
で
の
河
川
改
修
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
本
事
業
は
、

平
成
21
年
度
に
和
口
橋
付
近
の

施
工
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
橋

の
管
理
者
で
あ
る
磐
田
市
で
は
、

現
在
の
和
口
橋
を
落
橋
さ
せ
ず
、

そ
の
ま
ま
残
し
、
今
の
機
能
を

確
保
す
る
よ
う
に
要
望
し
て
い

る
。
本
市
と
し
て
も
、
現
在
の

橋
の
機
能
を
残
す
よ
う
、
磐
田

市
と
協
議
を
し
た
い
。

水
道
料
金
改
定
に
は
懇
話
会

の
設
置
が
必
要
で
は

問
　

合
併
後
の
一
市
二
制
度
の
水

道
料
金
の
見
直
し
は
、
ど
の
よ

う
に
さ
れ
る
の
か
。

答

水
道
料
金
を
一
元
化
す
る
た

め
に
は
、
広
く
意
見
を
求
め
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
今
後
、

懇
話
会
を
設
置
し
た
い
。

寺
井
雄
二
議
員

子
育
て
支
援
上
、
市
内
医
療

の
現
状
を
ど
う
と
ら
え
る
か

問
　

市
外
で
大
多
数
が
お
産
せ
ざ

る
を
得
な
い
、
深
夜
の
小
児
救

急
も
市
外
の
病
院
に
頼
ら
ざ
る

を
得
な
い
事
態
を
ど
う
と
ら
え

て
い
る
か
。

答

市
民
病
院
で
産
科
と
小
児
科

が
、
入
院
で
き
る
体
制
に
な
い

こ
と
を
、
大
変
申
し
わ
け
な
く

思
っ
て
い
る
。
深
夜
の
小
児
救

急
は
、
近
隣
自
治
体
病
院
と
連

携
を
図
る
な
ど
し
て
い
る
。
全

力
で
医
師
確
保
に
努
め
た
い
。

小
学
校
卒
業
ま
で
乳
幼
児
医

療
費
の
助
成
が
で
き
な
い
か

問
　

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
対
象

を
小
学
校
卒
業
ま
で
拡
充
で
き

な
い
か
。

答

乳
幼
児
の
医
療
費
助
成
は
、

経
済
的
負
担
軽
減
の
効
果
的
な

施
策
の
ひ
と
つ
。
対
象
年
齢
の

引
き
上
げ
も
含
め
、
い
ろ
い
ろ

な
方
法
を
検
討
し
た
い
。

無
料
の
妊
婦
健
康
診
査
の

回
数
を
増
や
せ
な
い
か

問
　

現
在
２
回
の
妊
婦
健
康
診
査

公
費
負
担
の
拡
大
は
で
き
な
い

か
。

答

現
在
県
で
も
、
国
の
方
針
を

も
と
に
、
各
市
町
の
意
向
と
対

応
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
国

や
県
の
意
向
を
見
な
が
ら
、
あ

る
べ
き
姿
を
検
討
し
た
い
。

高
橋
美
博
議
員

河川改修による影響が心配される「和口橋」

３歳児検診の様子
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被
害
者
の
立
場
に
立
っ
た

支
援
こ
そ
必
要

問
　

突
風
に
よ
る
被
害
者
支
援
は
、

「
被
害
者
生
活
再
建
支
援
法
」
等

の
適
用
の
な
い
規
模
で
あ
り
、

被
災
者
の
立
場
に
立
っ
た
市
の

支
援
こ
そ
必
要
だ
が
。

答

災
害
見
舞
金
を
初
め
、
廃
棄

物
処
理
手
数
料
の
減
免
、
固
定

資
産
税
や
国
民
健
康
保
険
税
の

減
免
な
ど
、
現
行
制
度
の
中
で

で
き
得
る
限
り
の
支
援
を
し
て

い
く
。

都
市
計
画
税
統
一
へ
の

検
討
は
い
か
に

問
　

都
市
計
画
税
は
目
的
税
で
あ

り
、
市
の
裁
量
・
判
断
で
決
め

る
こ
と
。
そ
の
統
一
は
ど
の
よ

う
に
検
討
し
て
い
く
の
か
。

答

平
成
19
年
度
に
は
都
市
計
画

税
の
課
税
方
針
を
決
定
す
る
。

早
い
時
期
に
都
市
計
画
税
の
統

一
に
向
け
た
庁
内
組
織
を
立
ち

上
げ
、
課
税
方
針
の
検
討
を
進

め
た
い
。

水
道
料
金
統
一
の
原
則
は

問
　

水
道
料
金
の
統
一
は
、
合
併

時
の
「
負
担
は
低
く
、
サ
ー
ビ

ス
は
高
く
」
の
原
則
に
基
づ
く

べ
き
と
思
う
が
。

答

財
務
状
況
を
確
認
し
、
収
支

バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、
健
全
な
企

業
経
営
に
努
め
、
市
民
へ
の
負

担
が
少
な
く
て
済
む
最
善
の
方

法
を
検
討
し
た
い
。

浅
田
二
郎
議
員

頑
張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
へ
の
応
募
を

問
　

国
の
「
頑
張
る
地
方
応
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
へ
東
海
道
五
十
三

次
ど
ま
ん
中
通
り
の
応
募
は
。

答

袋
井
宿
開
設
四
百
周
年
に
向

け
、
東
海
道
ど
ま
ん
中
ま
ち
づ

く
り
事
業
計
画
を
策
定
す
る
中

で
検
討
し
た
い
。

地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰

へ
の
応
募
を

問
　

「
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表

彰
」
の
地
域
振
興
部
門
等
に
つ

い
て
の
応
募
は
。

答

こ
の
表
彰
制
度
は
、
地
域
全

体
の
活
性
化
が
目
的
で
あ
り
、

ま
ず
は
、
市
民
活
動
団
体
等
へ

広
く
情
報
提
供
し
て
い
く
。
今

後
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を

支
援
す
る
中
で
、
表
彰
に
該
当

す
る
よ
う
な
活
動
に
育
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
何
よ
り
と
考
え

る
。

教
育
施
設
の
建
て
替
え
は

問
　

「
浅
羽
中
学
校
校
舎
、
浅
羽

北
小
学
校
体
育
館
」
の
建
て
替

え
等
の
予
定
は
。

答

浅
羽
中
学
校
校
舎
は
、
耐
震

補
強
を
行
っ
て
お
り
、
当
面
は

維
持
管
理
に
十
分
配
慮
し
、
安

全
の
確
保
に
努
め
た
い
。

浅
羽
北
小
学
校
屋
内
運
動
場

は
、
来
年
度
耐
震
補
強
計
画
を

策
定
し
て
い
く
。

竹
原
和
義
議
員

突風により大きな被害が出た諸井地区

浅羽中学校校舎
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統
一
さ
れ
た
情
報
伝
達
シ
ス

テ
ム
へ
の
検
討
を

問
　

不
審
者
情
報
や
災
害
情
報
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
等
を
携
帯
メ
ー

ル
で
発
信
す
る
統
一
さ
れ
た
シ

ス
テ
ム
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答

情
報
伝
達
の
有
力
な
手
段
と

思
う
。
保
護
者
の
方
々
や
学
校

や
保
育
所
な
ど
と
話
を
し
、
教

育
委
員
会
や
健
康
福
祉
部
等
で

検
討
を
進
め
、
実
用
化
に
努
力

し
た
い
。

積
極
的
な
姉
妹
都
市
と
の

交
流
を

問
　

姉
妹
都
市
ヒ
ル
ズ
ボ
ロ
と
の

交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て
は
ど

う
か
。

答

袋
井
国
際
交
流
協
会
が
中
心

と
な
り
、
活
発
な
親
善
交
流
が

行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
も
支
援

し
、
姉
妹
都
市
交
流
の
持
続
発

展
を
図
る
。
平
成
20
年
度
は
提

携
20
周
年
を
迎
え
る
の
で
、
記

念
的
な
イ
ベ
ン
ト
も
考
え
た
い
。

消
防
署
の
新
た
な
検
討
は

問
　

袋
井
警
察
署
や
病
院
、
消
防

の
広
域
化
の
計
画
が
進
む
中
、

老
朽
化
す
る
消
防
署
の
新
た
な

検
討
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

来
年
度
県
が
消
防
の
広
域
化

計
画
を
作
成
す
る
。
計
画
が
明

確
に
な
っ
た
段
階
で
具
体
的
な

話
に
入
っ
て
い
け
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

山
本
貴
史
議
員

袋井消防署

市民病院問題特別委員会が提言書を提出 

　市民病院問題特別委員会は、平成18年6月議会での設置以来、9回の委員会開催をはじめ、

外部講師を招いての講演会、先進地視察、研修などさまざまな角度から研究、調査を行ってき

た。本年2月8日にはとりまとめの結果として提言書を議長に提出した。 
 

◆「提言書」新市民病院についての記述部分（概要） 

　現市民病院の経営や診療体制に対する市民の不安は深刻の度を増しており、一刻の猶予も許

されない。今後の病院のあり方に関する検討委員会からの提言、本特別委員会の提言を基に、な

るべく早い時点で新しい市民病院建設構想を樹立しなければならない。 

　昨年10月に今後の病院のあり方に関する検討委員会から出された提言書は、医療分野のスペ

シャリスト等が中心となって慎重に審議されたものであり、尊重すべきであると考える。 

　特に広域化については、中東遠地域における新病院の位置づけを明確にし、建設位置について

は、市民の利便性を損なうことがないよう掛川市との十分な協議が必要。言うまでもなく、市民に

新病院の建設構想について十分かつ丁寧に説明し、理解を求めていくことが重要。中東遠地域内

の病院や他の医療機関とのさらなる連携にも十分配慮する必要がある。新病院建設にあたって

は、精度の高い財政計画の基で対応し、組織体制も万全を期すことが求められる。 
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　例の制定・一部改正などを※各常任委員会で審査しました
※常任委員会…総務文教委員会、民生福祉委員会、建設経済委員会

地域包括支援センターの運営に関す
る陳情書が提出されている。19年度
の委託料は適切な金額であるのか。

18年度から地域包括支援センターの運営を市

内の社会福祉法人に委託したが、委託料について

は、20年度までの3年スパンで勘案していきたい

と考えている。厳しい金額ではあるが、包括的支

援事業及び任意事業に充てることのできる金額

は、18年度及び19年度が、介護保険給付費の

1.5％以内、20年度については同2.0％以内とする

枠が定められている。

にぎわい新都心プロジェクトは、同
時進行できるものは予算をつけて並
行して進めるなど、もっとペースア
ップできないか。

実務的には並行して進めている。法的に通し

ていかないと前に進めないし、省庁間の協議も

行っていかなくては相手は認めてくれない。旧

農振法に基づく土地利用を図っているところを

変えるのは一朝一夕にはいかない。ご理解いた

だきたい。

18年度に7,865万円あった国庫支出の
簡易水道事業費補助金が0となってい
るが、補助事業がなくなったのか、
それとも補助対象でなくなったのか。

国の補助制度の見直しにより、補助対象でな

くなった。厚生労働省は「上水道に統合すべき

にも関わらず統合しない・経営が良好・料金設

定が不適切」といったケースでは、今後補助し

ない考えである。19年度は供給単価が事業採択

基準に合わなくなり、補助金なしとなった。

4月から建築課で建築確認申請の事
務を行うことになるが、袋井土木事
務所に申請していた場合と比較し
て、許可までにかかる日数はどうな
るのか。

現在、普通住宅の建築確認申請を土木事務所

に出すと1週間近くかかる。市で対応した場合、

問題のない申請ならば受付の翌日に交付できる

ようにしていきたい。

建築確認申請の窓口となる「建築課」

市内に4カ所ある地域包括支援センター
（写真は浅羽地域のセンター）
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「いじめホットライン・いじめホット
メール」について、大変効果がある
と思うが、ＰＲの方針は。

昨年12月11日の開設の際に、子ども達全員

に電話番号等を知らせた。現在までの相談は35

件。PRの仕方は、いろいろなところで話題とし

たり、広報紙へ掲載したりしている。

今回は、PTAの新聞でもPRしたが、お知らせ

カードの配付など、研究していかなければなら

ないと考えている。

3億円をかけて整備する「デジタル移動
通信システム」、事業の目的と内容は。

全市域を一元的にカバーする無線システムの

構築が急務であったことに加え、現在使用して

いるアナログ式地域防災無線が、電波法の改正

により、平成23年5月31日以降使用できなくな

ることから、デジタル移動通信システムの整備

が必要となった。豊沢地内への基地局の整備や

市役所内への統制局の整備、避難所などへの半固

定局の設置及び携帯型無線機器の導入等を計画

している。

19年度から小児生活習慣病予防対策
事業を実施することとなった背景及
び委託料105万円の内容は。

現在、市内の小学5年生及び中学2年生の全員

を対象として、血液検査、血圧測定、身体測定

を実施している。その結果が思わしくない児

童・生徒に対しては、現在も、市の保健師や栄

養士による指導を行っているが、19年度から予

定している本事業では、さらに、検診結果の専

門的な分析を大学等に委託し、指導方法の助言

等をいただきながら指導にあたる。

袋井Ｂ&Ｇ海洋センターの指定管理者
の指定については、安心・安全という
面が重要視されたとのことで、選定す
るにあたって十分調査されたのか。ま
た、安心・安全の部分はどのようにと
らえ、地域の貢献や経験への配慮は。

プールにおいては、安心・安全面での管理能力

は非常に大切な能力である。選定申請書類が出

された段階で、事細かく調査・分析しており、総

合的に判断し結果が出された。また、今回の選定

委員会の考え方として、公平公正を全面に出し、

前回選定基準の審査項目であった地域の貢献は

入れなかった。

袋井市議会の会議録検索システムの
利用状況はどうか。

平成18年9月1日から会議録検索システムを

開始し、旧袋井市の平成15年3月定例会及び旧

浅羽町の平成15年1月臨時会から見ることがで

きる。アクセス件数は9月が1,978件、2月まで

の合計は3,998件である。インターネットを経

由して、発言者名や文書内容、また同義語検索

など多彩な検索ができるシステムである。

平成19年度一般会計・特別会計・企業会計の各予算や条　

指定管理者制度を導入した袋井B&G海洋センター

議 案 審 査
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5月臨時会、6月定例会のお知らせ 

あなたも議会を 
傍聴してみませんか 

　当日、受付をしますので、市役所5階の議会
事務局までお越しください。 
　議場のバリアフリー化を目指し、段差解消機
及び車イス優先の傍聴スペースを設置してお
ります。また、耳の不自由な方には、赤外線補聴
システムを利用した補聴器を用意しております。 

＊足の不自由な方、妊婦の方なども段差解消
機を利用し傍聴席へ入れます。 
＊段差解消機、赤外線補聴システムご利用の
際には、議会事務局へ声をおかけください。 

ライブ中継を 
行っています 

　より開かれた市議会を目指し、定例会、
臨時会の本会議ライブ中継を行って
おり、市議会ホームページでご覧いた
だけます。なお、市ホームページから
インターネット中継ページへの移動方
法は右のとおりです。 

会議録が 
検索できます 

　本会議の会議録が、キーワードなど
を入力することにより、見たい箇所が
簡単に検索できますので、ぜひご利用
ください。なお、市ホームページから
会議録検索ページへの移動方法は左
のとおりです。 

5月臨時会、6月定例会は次のとおり行う予定です。 

●場所 市役所5階議場または各委員会室 

●時間 午前9時から 
 （6月定例会の最終日については、午後1時30分 
 からを予定しています。） 

●日程 5月臨時会 
   5月 17日（木） 常任委員改選等 

　　　　6月定例会 
   6月 5日（火） 開会、議案の説明 
  11日（月） 市政に対する一般質問 
  12日（火） 市政に対する一般質問 
  13日（水） 市政に対する一般質問 
  14日（木） 議案の審査（常任委員会） 
  21日（木） 委員長報告～採決、閉会 

袋井市ホームページ 
http：//ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｆｕｋｕｒｏｉ．ｓｈｉｚｕｏｋａ．ｊｐ/

袋井市議会情報ページ 

袋井市議会トップページ 

インターネット中継ページ 会議録検索ページ 

市議会情報 

袋井市議会 

市議会本会議のインターネット中継 市議会の本会議会議録の検索 

　3月市議会は、新しく策定した総合計画、道路整備10カ年計画等、将来のまちづく
りのための各種計画を具現化する予算の審議を行い、活発な論議が行われました。 
　広報委員会では、今回から一般質問の見出しを改善し、よりわかりやすい紙面と
なるよう努めました。 


